
令和５年３月２４日

北上川下流河川事務所

大 崎 市

「大崎市水害に強いまちづくり」共同研究の実践による

流域治水の深化

〇 大崎市と一般社団法人東北地域づくり協会が「大崎市水害に強いまち

づくり」共同研究に取り組み、地域の視点から抜本的な水害対策のあり

方を検討し、報告書として取りまとめました。

〇 共同研究による成果を国と市が連携し、着実に推進することにより流

域治水を深化させます。

下記の取り組みを実践し、流域治水を深化させます。

〇吉田川堤防の特性を考慮した維持管理手法の導入

・「3 次元点群データを活用した堤防の連続的な管理」

〇排水ポンプ車の効率的な排水作業に向けたソフト対策

・「3次元データによる情報収集、カルテの作成」

〇地域の高い防災意識を繋いでいく取組に対する支援

・「ワンコイン浸水センサ実証実験」
※詳細は別紙をご参照ください

（参考）

「大崎市水害に強いまちづくり共同研究
https://www.city.osaki.miyagi.jp/shisei/soshikikarasagasu/kensetsubu/toshikeikakuka/2/13747.html
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「大崎市水害に強いまちづくり」共同研究による政策提言
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（１）吉田川堤防の決壊リスクを低減させるために

（３）大規模な内水氾濫が発生しても早期に普段の生活を取り戻すために

・下水道事業の一層の進捗 ・既設パラペット堤の北側延伸による氾濫域のブロック化
＜以下、長期的対策として＞
・排水路の流下能力向上 ・排水機場の機能増強 ・排水路の付け替え ・貯留機能保全農地の設定 ・防災集団移転、等

・高い防災意識を繋いでいく地域の取り組み ・地域の主体的
活動を基本とした自治体の積極的な支援

・浸水深の低減（『吉田川・新たな「水害に強いまちづくりプロジェ
クト」』の着実な推進による氾濫ボリュームの低減、宅地地盤の
嵩上げ等）

・浸水時間の短縮（既存排水機場の改良（非浸水化）、排水ポン
プ⾞の効率的な排⽔（車両配置スペース、進入路、排水ピット
等の事前整備）

・盛土や道路の嵩上げなどで広大な氾濫域を分割し、ブロック毎
のより効率的な同時排水

・緊急的措置として、吉田川だけでなく、浸水区域を流下する二
級河川鶴田川へもポンプ排水することの検討等

・河積拡大（河道掘削、引き堤等）や貯留施設（ダム、遊水地等）の整備
・流域全体で取り組む雨水貯留施設や田んぼダム等の整備

・堤体及び地盤の効果的な量的・質的強化対策等による耐力向上等
・吉⽥川堤防の特性を考慮した維持管理⼿法の導⼊等

① 洪水時の水位を低下させる主な対策 ② 堤防の耐力を向上させる主な対策

① 人的被害を生じさせないための主な対策 ② 被害を軽減し、迅速に復旧・回復していくための主な対策

（２）堤防決壊による氾濫が発生しても早期に普段の生活を取り戻すために

① 鹿島台姥ヶ沢地区における床上浸水被害を軽減するための主な対策

➊

➋

➌

➊➋➌︓共同研究による政策提⾔に対して国が実践している取組

別紙
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（１）吉田川堤防の決壊リスクを低減させるために

吉田川堤防の決壊リスクを低減させるため、令和４年３月、吉田川の流域治水計画として、
国、宮城県、流域市町村により策定された『吉田川・新たな「水害に強いまちづくりプロジェク
ト』を着実に推進する。中でも、洪水時の水位を低下させる対策と堤防の耐力を向上させる
対策の実施が有効と考える。

②堤防の耐力を向上させる主な対策

最終防御ラインである堤防は、過去に幾度も拡築が繰り返されてきた歴史的構造物のため、
材料や地盤特性には多くの不確実性が内在し、必ずしも構造物としての信頼性は高くない。
このため、土質調査等により弱点箇所を洗い出し、堤体及び地盤の効果的な量的・質的強
化対策等により、洪水時における耐力を向上させていくとともに、沈下による不陸が発⽣しや
すい吉⽥川堤防の特性を考慮した維持管理⼿法の導⼊が必要と考える。

河川堤防の維持管理では、堤防機能低下に繋がる恐れのある沈下・はらみ等
の変状を、より的確に捉えることが重要。

堤防の変状把握を迅速かつ効率よく実施するためには、詳細な地形情報を取得
することが重要 ⇒技術革新・性能向上が著しい3次元点群測量を活用

「大崎市水害に強いまちづくり」共同研究報告書（大崎市）より抜粋

➊吉田川堤防の特性を考慮した維持管理手法の導入



吉田川堤防の特性を考慮した維持管理手法の導入事例

33

位置

嵩上げ後嵩上げ前

L16.0k

撮影日：令和2年9月2日撮影日：令和2年5月20日

■ 令和元年10月出水を受け、吉田川の堤防の局所的に低い箇所の嵩上げを実施。
■モービルマッピングシステム（MMS）などの3次元点群測量で連続的に堤防高を把握し、施工範囲を決定。

■令和元年東日本台風における出水状況

堤防高が相対的に低い箇所から越水が発生、法裏部で侵食が見られた



３次元点群測量の活用イメージ
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200mピッチ

計画堤防高に対して
局所的に低い箇所を把握

定期横断測量（従来の管理）

３次元点群測量による連続的な堤防高さの把握

項目 河川管理で必要な行為 従来の管理 新たな維持管理手法

堤防高の把握 定期横断測量 200mピッチで河川測量
を実施

３次元点群測量を実施
⇒連続的に堤防高を把握

堤防高を連続的に把握

計画堤防高

計画堤防高

200m間隔で測量
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（２）堤防決壊による氾濫が発生しても早期に普段の生活を取り戻すために

ひとたび堤防が決壊すると極めて深刻なダメージが発生する地区においては、以
下の対策等の実施が有効と考える。

②被害を軽減し、迅速に復旧・回復していくための主な対策

被害の軽減と迅速な復旧・回復のためには、可能な限り浸水深を低減させるととも
に、少しでも浸⽔時間を短縮することが不可⽋である。
浸水時間を短縮するためには、既存の排水機場を氾濫時に確実に稼働できるよ

うに改良するとともに、排⽔ポンプ⾞による効率的な排⽔を実施するため、車両配置
スペース、進入路、排水ピット等を事前に整備しておくことが重要と考える。

迅速かつ効率的な排水作業を行うためには、車両配置スペースや進入路、排水ポン
プに必要な水深を確保できる場所を予め選定しておくなど、土地勘の無い排水作業者
も活用できるソフト面の事前準備も重要。

令和４年７月出水後、自治体や土地改良区の方に、排水効率の良い箇所をあらため
てヒアリング。

ヒアリング結果や過去の排水実績から、位置や車両配置、進入方法などの情報をまと
めた「排水箇所カルテ」を作成して情報集約・管理。

「大崎市水害に強いまちづくり」共同研究報告書（大崎市）より抜粋

➋排水ポンプ車の効率的な排水作業に向けたソフト対策



排水箇所カルテの事例 （1/2）
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１）排水場所：吉田川左岸11.6k_内浦排水樋管（宮城県宮城郡松島町竹谷川頭地内）
２）周辺状況：周辺家屋及び道路冠水（最大20〜30cm）。内浦樋管ピットから吉田川へ排水
３）配置機器：排水ポンプ車_2台（①25-4257［飯野川］、②23-4252［東技］）

照明車_1台（③23-4282［東技］、④16-4280［飯野川］）

内浦排水樋管

ホース使用実績：○○ｍホース使用実績：○○ｍ

（左岸） （右岸）

《その他配置上の注意》

・ポンプ車への給油の際、照明車は待避所に移動

・天端を全幅使用するので、天端移動車には要注意

・排水ポンプ車①25-4257［60m3/min_高揚程（20m）_12P_ホース⻑50m］

・排水ポンプ車②23-4252［30m3/min_高揚程_○P_ホース⻑○m］

・照明車③23-4282［20KVAブーム］

・照明車④16-4280［2KW×6灯］

待避所・車輌交換所
（吉田 L11.8k）
待避所・車輌交換所
（吉田 L11.8k）
待避所・車輌交換所
（吉田 L11.8k）

33
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44



排水箇所カルテの事例 （2/2）
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１）排水場所：吉田川左岸11.6k_内浦排水樋管（宮城県宮城郡松島町竹谷川頭地内）

排水ポンプ車①

照明車③

排水ポンプ車②

○排水ポンプ車到着：R4.7.16_18:15 ○排水ポンプ運転開始：R4.7.16_19:40
○排水ポンプ運転停止：R4.7.22_17:15

（堤内地）

（堤外地）

排水ポンプ車①
排水ポンプ車②

照明車③

（堤内地）

照明車④



ソフト面の事前準備（過去の出動実績による進入路情報の蓄積）

排水箇所

排水箇所

排水箇所

排水箇所

⾞両基地

⾞両基地
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■ 効率的な排水作業に向けたソフト対策としてカルテを作成し、排水作業に必要な事前情報を蓄積。

過去の出動実績の移動ルートを立体地図上に表示

出水時には進入路自体が冠水している可能性がある

過去の出水時の移動ルートは大いに参考となる
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（２）堤防決壊による氾濫が発生しても早期に普段の生活を取り戻すために

ひとたび堤防が決壊すると極めて深刻なダメージが発生する地区においては、以
下の対策等の実施が有効と考える。

①人的被害を生じさせないための主な対策

令和元年東日本台風時の堤防決壊において、幸い人的被害は皆無であった。こ
れは単なる偶然ではなく、地域の防災意識の⾼さから「命を守る⾏動」が適切に実
践された結果である。

このように、堤防が決壊しても人的被害を生じさせないためには、これからも世代
を超えて⾼い防災意識を繋いでいく地域の取り組みが重要である。

地域の防災意識をさらに醸成し、地域の方々の「命を守る行動」に繋げるために
は、堤防における越水や決壊などの状況、周辺地域における浸水の状況を速や
かに把握し、地域へ情報発信することが重要。

情報を収集する仕組みの構築が必要 ⇒「ワンコイン浸水センサ実証実験」

「大崎市水害に強いまちづくり」共同研究報告書（大崎市）より抜粋

➌地域の高い防災意識を繋いでいく取組に対する支援



ワンコイン浸水センサ実証実験
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■浸水の状況を迅速に把握し、参画企業等で共有することで、流域全体の災害対応能力が向上。

■浸水データの共有、効率的な管理を行う共通のプラットホームを構築。

官民連携による浸水域把握イメージ

【災害時】
・早期の人員配置
道路冠水による通行止め
避難所の開設 等

・ポンプ車配置の検討

【復旧時】
・罹災証明（自治体等）の
簡素化・迅速化

・保険の早期支払い
・災害復旧の早期対応 など

活用イメージ

堤防の越水・決壊などの状況や地域における浸水状況の速やかな把握のため、浸水センサを
企業や地方自治体等との連携のもと設置し、情報を収集する仕組みを構築

【北上川下流河川事務所】
・浸水センサ
・中継装置・通信装置
・通信費用
・データ共有サーバ運営費

【大崎市】
・現地設置費用
・電気代 など

R5 役割分担



ワンコイン浸水センサの表示イメージ

システムログイン後の初期表示画面（デモ）

浸水センサの検知状況（デモ）

小型、長寿命かつ低コストで、
堤防や流域内に多数の設置が
可能な浸水センサ

ワンコイン
浸水センサイメージ
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センサの特徴

実証実験に用いている３種類の浸水センサ



【トピックス】 「水防功労者」国土交通大臣表彰大崎市消防団

12

令和４年度 水防功労者国土交通大臣表彰式
記念写真撮影配置図
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■ 「大崎市消防団」が“水防功労者”として国土交通大臣表彰を受賞しました。


